
日
本
共
産
党
の
香
川
県
委
員

会
と
県
後
援
会
は
14
日
、
先
の

参
院
選
で
初
当
選
し
た
白
川
容

子
参
院
議
員
を
迎
え
て
参
院
選

後
初
の
つ
ど
い
を
高
松
市
で
開

き
、
会
場
は
参
加
者
の
約
２
５

０
人
で
満
席
に
な

り
ま
し
た
。

中
谷
浩
一
県
委

員
長
と
太
田
展
生

県
後
援
会
長
が
開

会
あ
い
さ
つ
。
中

谷
氏
は
白
川
氏
の

当
選
で
「
香
川
か

ら
党
国
会
議
員
の

誕
生
は
県
政
史
上

初
め
て
。
22
年
ぶ

り
に
四
国
在
住
の

国
会
議
員
が
誕
生

し
た
」
と
強
調
し
、

「
白
川
氏
と
と
も

に
県
民
の
切
実
な

要
求
や
願
い
を
国
政
に
届
け
、

実
現
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

白
川
氏
は
「
１
９
９
８
年
の

国
政
へ
の
初
挑
戦
か
ら
足
か
け

28
年
。
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
頑
張
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

国
会
で
は
厚
生
労
働
委
員
会
に

所
属
す
る
こ
と
を
報
告
し
、

「
み
な
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
を

直
接
、
国
政
に
届
け
た
い
。
医

療
や
保
育
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
な
ど
幅
広
い
問
題
に
取
り

組
む
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
運

動
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力
を
尽

く
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

市
民
連
合
＠
か
が
わ
の
吉
冨

キ
テ
ィ
運
営
委
員
が
安
保
法
制

を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
を
回
復

す
る
市
民
連
合
香
川
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
。
吉
冨
氏
は
、
白

川
氏
の
実
績
と
こ
れ
か
ら
の
活

躍
に
期
待
を
述
べ
、
市
民
連
合

の
課
題
と
し
て
「
香
川
県
の
暮

ら
し
や
軍
事
化
、
愛
媛
の
伊
方

原
発
な
ど
地
域
の
足
元
の
課
題

や
政
策
を
論
議
し
、
立
憲
野
党

に
働
き
か
け
て
い
く
」
と
語
り

ま
し
た
。
県
内
の
新
社
会
党
、

み
ど
り
・
香
川
、
介
護
老
人
保

健
施
設
「
虹
の
里
」
の
藤
原
高

明
施
設
長
、
佐
藤
倫
子
弁
護
士

な
ど
の
各
界
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
保
育
後
援
会
の

「
花
笠
太
鼓
」
や
ギ
タ
ー
演
奏

各
界
の
発
言
が
あ
り
会
場
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
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福
島
で
開
催
さ
れ
た

国
民
救
援
会
全
国
大
会

に
参
加
し
た
。
事
件
関

係
者
二
十
数
名
の
方
々

か
ら
経
過
報
告
が
あ
り
、

無
実
で
あ
る
の
に
権
力

の
理
不
尽
な
対
応
と
闘

わ
れ
て
い
る
切
迫
し
た

状
況
を
伺
い
「
何
か
力

に
な
り
た
い
」
と
い
う

感
情
が
込
み
上
げ
た
。
議
論
を
深
め
る

中
で
「
助
け
る
」
「
助
け
て
も
ら
う
」

と
い
う
事
が
本
質
で
は
な
く
、
証
拠
の

隠
蔽
や
捏
造
な
ど
の
国
家
権
力
に
よ
る

冤
罪
か
ら
、
国
民
の
人
権
を
守
る
た
め

の
「
救
援
運
動
」
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。大

会
後
に
福
島
大
学
松
川
事
件
資
料

室
と
現
場
を
見
学
し
た
。
列
車
脱
線
事

故
の
犯
人
と
し
て
労
働
組
合
員
二
〇
人

を
有
罪
と
し
た
二
審
ま
で
の
判
決
に
対

し
、
松
川
守
る
会
員
一
○
○
万
人
の
救

援
運
動
に
よ
り
、
全
被
告
無
罪
確
定
を

勝
ち
と
っ
た
戦
後
最
大
の
冤
罪
事
件
で

あ
っ
た
。
資
料
室
に
は
９
年
間
検
察
が

隠
し
た
ア
リ
バ
イ
を
証
明
す
る
労
使
交

渉
「
諏
訪
メ
モ
」
が
あ
り
、
運
動
に
よ

り
裁
判
所
に
開
示
命
令
さ
せ
た
こ
と
で

逆
転
判
決
に
繋
が
っ
た
。

公
正
な
裁
判
の
た
め
に
は
、
検
察
に

事
実
の
証
拠
を
開
示
さ
せ
る
再
審
法
の

改
正
が
必
要
で
あ
る
。
（
ち
）

白
川
新
参
院
議
員

を
迎
え
て
つ
ど
い

【
３
面
か
ら
】

食
べ
る
」
を

一
部
屋
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
子
ど

も
ら
し
く
育
つ
権
利
を
十
分
保

障
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。国

の
施
策
と
親
や
子
ど
も
の

願
い
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

毎
月
11
日
に
取
り
組
ま
れ
る

フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
が
９
月
11
日
高

松
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
街
頭
で
、
「
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
＠
香
川
」
の
横
断
幕

や
「
性
暴
力
を
許
さ
な
い
」
な

ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
ス
タ
ー
を

掲
げ
て
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣

伝
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
あ
る

参
加
者
は
、
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
張
り
付
け
た
う
ち
わ
を
通

行
人
に
手
渡
し
て
ア
ピ
ー
ル
を

し
ま
し
た
。

７
月
の
参
院
選
で
外
国
人
差

別
を
声
高
に
主
張
す
る
極
右
・

排
外
主
義
の
勢
力
が
伸
び
、
政

治
の
逆
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
女
性
の
社
会
進
出
を
否
定

し
、
家
父
長
的
な
家
庭
観
に
も

と
づ
く
女
性
の
役
割
を
強
調
す

る
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

対
す
る
逆
流
も
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
女
性
た

ち
が
連
帯
と
運
動
で
排
外
主
義

に
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
る
姿

は
多
く
の
女
性
を
励
ま
し
、
希

望
を
広
げ
て
い
ま
す
。

来
月
は
10
月
11
日
（
土
）
の

13
時
よ
り
、
田
町
交
番
前
で
行

う
予
定
で
す
。
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つ
な
が
っ
た
！

「
新
し
い
コ
ー
ス
や
な
ぁ
」

二
〇
二
五
国
民
平
和
大
行
進
で

あ
る
。
五
月
十
九
日
の
午
後
、
Ｊ

Ｒ
詫
間
駅
か
ら
多
度
津
町
役
場
ま

で
歩
い
た
。
こ
の
区
間
は
浜
街
道

の
難
所
だ
っ
た
が
白
方
ト
ン
ネ
ル

が
貫
通
し
、
数
年
前
に
歩
道
付
き

の
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
。

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
ど
真
ん

中
で
あ
る
。
浦
島
伝
説
の
紫
雲
出

山
を
望
み
、
花
の
志
々
島
、
高
見

島
は
指
呼
の
間
、
猫
で
有
名
な
佐

柳
島
が
霞
む
。
弘
法
大
師
生
誕
の

地
と
伝
わ
る
海
岸
寺
で
休
憩
す
る

と
千
年
の
歴
史
が
香
っ
て
い
た
。

歩
行
距
離
十
二
・
三
キ
ロ
。
所

要
時
間
三
時
間
十
分
。
平
均
時
速

四
・
三
キ
ロ
。
歩
数
一
万
六
六
四

八
歩
。
「
足
に
豆
が
…
」
「
俺
も
」

健
脚
向
け
コ
ー
ス
で
は
あ
る
。

先
導
車
の
拡
声
器
が
「
♪
原
爆

許
す
ま
じ
」
「
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ

う
」
と
流
し
、
若
く
な
い
男
女
八

人
が
歩
い
て
続
く
。
沿
道
の
人
や

車
に
手
を
振
る
。
丘
の
上
の
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら
お
客
さ
ん
が
手
を
振

り
返
し
て
く
れ
る
。

休
む
場
所
が
な
い
。
ト
イ
レ
も

な
い
。
喉
が
渇
く
。
津
島
神
社
で

や
っ
と
小
休
止
に
な
っ
た
。

「
何
キ
ロ
歩
い
た
ん
な
」
、
「
四

キ
ロ
。
ま
だ
半
分
来
と
ら
ん
」

「
わ
し
、
朝
か
ら
歩
い
と
る
き
ん
、

二
万
歩
越
し
と
る
が
な
」
、
リ
ー

ダ
ー
が
急
か
す
。

｢

時
間
遅
れ
と
る
、
す
ぐ
出
発｣

ピ
ッ
チ
を
上
げ
た
。
歩
道
が
Ｊ

Ｒ
予
讃
線
と
並
行
す
る
。
前
か
ら

特
急
列
車
が
来
た
。
手
を
振
る
と

〈
プ
ワ
ワ
ー
ー
ン
〉
長
い
汽
笛
が

鳴
っ
た
。
「
わ
ー
」
み
ん
な
が
歓

声
を
上
げ
た
。
続
い
て
普
通
列
車

が
来
た
。
ま
た
手
を
振
る
と
再
び

〈
プ
オ
ー
ン
〉
遠
ざ
か
る
列
車
の

後
ろ
姿
に
手
を
振
り
続
け
た
。

《
核
兵
器
廃
絶
》
の
願
い
は
列
車

に
乘
っ
て
遠
く
ま
で
運
ば
れ
た
。

「
こ
ん
な
つ
な
が
り
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
支
え
と
る
ん
や
な
ぁ
」

街
中
で
は
初
め
て
通
る
平
和
行
進

に
家
を
飛
び
出
す
人
が
い
た
。
高

齢
者
８
人
、
全
員
元
気
に
新
コ
ー

ス
を
早
足
で
行
進
し
切
っ
た
。
役

場
で
は
町
長
さ
ん
が
待
っ
て
い
た
。

猫
の
し
っ
ぽ

白
方

微
風

恒
例
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
宣
伝

フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
＠
香
川


